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研究成果の概要（和文）：　本研究は、1950年代から2000年代までの凡そ半世紀にわたって日本で放送されたテレビの
ドキュメンタリー番組における「アイヌ」というエスニシティの言説と表象の考察を通して、日本の現代社会における
他者性の構築と変容を考察したものである。特に、本研究は、過去約60年間のドキュメンタリーにおけるアイヌの表象
と他者性に関わる変容を，言説的実践や意味の生成，権力的作用といった表象のシステムに注目しつつ、学際的な（メ
ディア研究や歴史学，人類学，民族学等）視座を踏まえたカルチュラルスタディーズの研究方法を用いて、番組を分析
・考察するものである．

研究成果の概要（英文）：　This is a Research about How Changes of the Representations of The AINU and 
Others of the Television Documentaries. I investigated the characters of representational and ideological 
codes of The AINU on NHK’’s documentaries in Archives from 1950’s until 2010 of Japan, and brought to 
a conclusion.

研究分野：メディア研究（メディア文化論）
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１．研究開始当初の背景 
 
申請者は， 2005 年から 2006 年の２年間
には，研究プロジェクト「北海道におけるド
キュメンタリー･リテラシー･プログラム開
発」（科学研究費補助金：若手 B・課題番号：
17730314）に取り組み，北海道における民間
放送 5 局のドキュメンタリーの過去約 50 年
間に関する歴史の系譜をまとめた． 2007年
から 2009 年は「ドキュメンタリーリテラシ
ープログラム開発とコミュニケーションツ
ール構築」（科学研究費補助金：若手 B・課
題番号：19730345）の参加型実践研究を行っ
た．また、NHK アーカイブス学術トライア
ル研究員（2011年 4月～2012年 3月）とし
て「テレビドキュメンタリーにおけるアイヌ
表象と他者性の問題にかかわる考察～戦後
60年間の軌跡と変容～」の研究を行った． 

 
２．研究の目的 
 
本研究は、1950年代から 2000年代までの
凡そ半世紀にわたって放送されたテレビの
ドキュメンタリー番組における、「アイヌ」
というエスニシティの言説と表象の考察を
通して、日本の現代社会における他者性の構
築と変容を、メディア論や人類学、文化研究、
アイデンティティ論、空間論などの学際的な
視座から考察したものである。本研究で特に
注目した点は、次の三点である。それは、「ド
キュメンタリーにおいて日本のエスニシテ
ィ（アイヌ）はどのように構築されてきたの
か」、「またそれはどのように変化してきたの
か」、「そしてそういった変化をめぐる社会的
な背景や権力の働き、秩序とはいかなるもの
だったのか」という問題であった。 

 
３．研究の方法 
 
本研究で用いた研究視座は社会的構築主
義とカルチュラルスタディーズであった。そ
の理由は、ドキュメンタリーにおけるマイノ
リティの表象と言説を研究するためには、
「歴史の『真実』は誰によってどのように構
築されてきたのか」という社会的構築主義の
「歴史の物語叙述の系譜」の視座が最も適合
するアプローチであると考えたからである。
また、そもそも学際的なパースペクティブの
視座として誕生したのもさることながら、研
究テーマと研究対象をめぐる事案は、日常的
なメディア文化における「力」の政治的磁場
の歴史に関わる検討が必要であるため、そう
いった側面においても、カルチュラルスタデ
ィーズのアプローチは特に有効であると考
えた。。そして研究対象である番組を分析す
るために用いた研究方法は、ジョン・フィス
クの理論と方法によるテレビ番組の読み方
（テクストやコード、言説、表象の解釈）の
アプローチであった。それは、番組における
垂直的相互テクスト性と物語を読み取る方

法である。そして、各々のテクストが想像し
創造しようとした他者性の特徴を、歴史的な
背景や当時の政治的な動き、社会的な流れ、
産業・技術的な変化などの諸ファクターを考
慮しながら空間的に考察する方法論である
といえる。 
 
４．研究成果 
 
日本のドキュメンタリーにおけるアイヌ
の表象の変容には下記のようにまとめられ
る。 
まず、1950 年代にアイヌがテーマになった
ドキュメンタリーとして初めてテレビに登
場する『コタンの人たち』を研究対象に、当
時の社会現象となっていた北海道観光ブー
ムと「観光アイヌ」の問題に注目した。テク
ストの中では二つの対立するアイヌ像、つま
り「農業アイヌ」vs「観光アイヌ」が作られ
ていた。一方で、日本で初めて人を「覧せる
＝展示する」こととなった 20 世紀初期の博
覧会を素材に、特にアイヌとの関連に注目し
ながら、「観られる」経験の連続性から考え
る「観光アイヌ」の社会的な意味と、すっか
り「観光アイヌ」に変貌したアイヌの「覧せ
る／観られる」という行為をめぐる歴史的な
政治性を検討した。 
 次に、1980 年代に放送された、アイヌをテ
ーマにしたドキュメンタリー史上、記念碑的
な番組である『幻のイオマンテ』を中心素材
に考察した。初のアイヌのドキュメンタリー
が放送された 1950 年代から凡そ 30年後にな
って創造されたアイヌのドキュメンタリー
のテーマは、エスニシティの文化の「再現」
への問いであった。それはアイヌだけではな
く、日本人、そして今の私たちに、相変わら
ず続いている課題を想起させながらその核
心に迫る番組であった。そして、アイヌの海
洋船である「イタオマチプ」の復元の過程を
映像に収めた『イタオマチプよ海をめざせ』
を取り上げ、アイヌの伝統文化の「復元」に
おける現状と問題について検討した。この番
組は全国放送ではなく、ローカル放送であっ
た。一般的なことだが、ローカル放送の番組
の場合は、テーマや登場人物、編成などにお
いて、全国放送向けよりは「地域密着型」に
なる傾向がある。今回の番組はそういった背
景の「地域密着型」のドキュメンタリーであ
った。アイヌの伝統文化の復元における内外
（過去／現在、歴史／政策、アイヌ／日本人、
手作業／機械作業、アイヌ内の世代間／地域
間の葛藤、など）の不協和音の事例を通して
改めて提起したかった。 
続いて、樺太アイヌを中心人物として取り
上げた非常に貴重なドキュメンタリーであ
る『失われた子守歌』に注目した。この番組
は 1990 年代初期に制作されたものだが、番
組の背景には 1800 年代半ばから当時までの
日本とロシアとの政治的な歴史が強く関係
していた。ここでは、「国家とは何か」、「ア



イデンティティはいかに脆いか」などの問い
を通して、マクロな物語によって消されたミ
クロな物語と、そこで考えなければならない
様々な歴史の隙間と社会のシステムの矛盾
を考えた。 
なお、1990 年代にシリーズとして放送され
た『世界が見つめたアイヌ文化』の第三部『ア
イヌ太平洋を渡る：アメリカ』を中心的な素
材として考察した。その中でも第三部の映像
は、9 人のアイヌ自らが史上初めてアメリカ
の博覧会に参加した出来事を紹介しつつ、そ
の一連の歴史的遺産と記憶の今日的な継承
を探った内容であった。当時の博覧会にアイ
ヌの展示を図った人類学という新しい知の
傲慢さと暴力であった。 
 以上のように、1990 年代のドキュメンタリ
ーにおいては、アイヌの文化を日本国内では
なく、ヨーロッパやロシア、そしてアメリカ
といった海外からの評価を探ってきた点で、
既存のアイヌ文化に対するまなざしとは異
なる新たな秩序を構築しようとしていた点
で評価できると考えられる。 
 一方で、2008 年に制作されたドキュメンタ
リー『僕たちのアイヌ宣言』の番組の制作者
は、「アイヌのドキュメンタリーを最初から
企画したのではない」と語った。これに対照
的な若者の像が、時代を遡ってみると、1960
年代半ばに制作されたドキュメンタリーの
中に構築されていた。『ペウレ・ウタリ～若
き同胞』である。そこには、露骨な社会の差
別や偏見、侮蔑に苦しむ若いアイヌの人たち
がいた。それから約 40 年の歳月が過ぎて再
びアイヌの若者の像がドキュメンタリー『僕
たちのアイヌ宣言』に創造されていたのであ
る。 
以上の6つのテクストにおける他者性に関
わる言説と表象の歴史的な変容を考察すべ
く、テクストで読み取られたコードを時代別
に羅列した。 
 

 
 

 
上に再掲した表１は、本文で行われた各テ
クストの言説と表象の解釈を整理したもの
である。この表から読み取れる時代的な変容
の特徴として、下記のような点が考えられる。 
 第一に、アイヌ関連のテレビドキュメンタ
リーの歴史において、1980 年代は「転換期」
であったことが挙げられる。第二に、1990 年
代におけるアイヌと世界との繋がりを探る
試みの中で見えてきたもう一つの「オリエン
タリズム」のまなざしを呈示した点が挙げら
れる。第三に、二一世紀のグローバル化の進
展と人の移動が急増する日本において、これ
まで認知度の低かった多文化社会に関わる
意識が問われたことが挙げられる。第四に、
テクストは歴史や社会、そして文化的産物で
あることを改めて確認できた点が挙げられ
る。 
 以上の研究成果から、過去凡そ半世紀にわ
たって放送されたアイヌを素材としたドキ
ュメンタリーを素材に、送り手が描こうとし
たアイヌの表象をめぐって、「各々の時代に
おけるドキュメンタリーが構築したアイヌ
のイメージはどのようなものだったのか」、
「そういった距離の変化とメディアの表象
をもたらした背景にはどのような政治が働
いていたのか」、そして「過去のアイヌの放
送空間を解釈することの今の時代における
意味とは何か」といった問題に焦点を絞りな
がら、いくつかの関連領域の視座を視野に入
れた新たなアプローチから考察ができたと
評価できよう。 
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